
念

仏

者

無

聞

地

獄

業

禅

宗

天
魔

所

為

真

言

亡

国

悪

法

律

宗

国

賊

妄

説

と
い
え
る
。

「
四
釐
格
言
」
を
宣
言
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

ζ

の
四
箇
格
言

に
つ
い
て
思
う

に
、
此

の
四
箇
は
皆
便
宜
に
従

つ
て
語

を
立

て
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
た
め
に
無
間
矛

の
破

は
亦
互

に
相
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
闘
目
鈔
巻
下
に

「
禅
宗
無
間
」

と
い
い
、
箇
御
器
鈔

に

「
真
言
師
無
間
」
と
い
い
、
開
目
鈔
巻
上

に

「
天
魔
法
然
」

と
い
い
、
撰
時
鈔
巻

下
に

「
念
仏
亡
国
」
と
云

う
語

が
あ
る
の
を

み
て
も
解
る
こ
と

で
あ

る
。
で
は
何
故
に
日
蓮

が
開

宗
後

の
伝
道
に
お
い
て
、
法
然

の
念
仏
宗
を
極
力
排
撃

し
た

か
と

い
う
な
ら
ば
、
当
時

の
仏
教
界

の
状
勢
と
し
て
法
然
寂
後

急

速
に
上
下

の
階
級

の
間
に
広
ま
つ
た
念
仏

は
転
換
期

の
時

代
の
混

乱
し
た
入

心
の
要
求

に
応
じ
て
、
そ

の
彌
陀

一
仏

の
信
仰

は
旧
来

の
聖
道
門
諸
宗
を

し
て
衰
微

の
淵

に
お
と
し
い
れ
再
起
不
可
能
な

る
か

の
感
を
い
だ
か
し
め
る
も

の
が
あ
り
、
そ
れ
と
と
も
に
彼

の

郷
里
安
房
国
東
み

の
地
頭
矛
が
念
仏
を
支
持

し
て
い
た
た
め
に
、

そ

こ
で
目
蓮

の
唱
題
成
仏

の
主
張
も
ま
ず
才

}
に
浄

土
宗

の
念
仏

を
打

倒
す
る
こ
と
を

さ
し
お
い

て
、
当
時

の
社
会

に
う
け
入
れ
ら

れ
る
余
地

は
濠

い
と
考

え
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

円

戒

の

研

究

i

特

に
法
然

の
念

仏
と
戒

に
就

い
て
i

北

村

弘

法
然
上
人
は
久
安
六
年

(
一
噸
五
〇
)

十
八
歳

の
時
、
叡
山
黒

谷

の
慈
眼
房
叡
空

の
室

に
入
り
、
円
頓
戒

の
伝
受
を
さ
れ
た
こ
と

は

「
勅
修
御
伝
」

「
十
六
門
記
」
及

び

「
九
巻
伝
」
等

に
よ
り
明

ら
か
で
あ

る
。
而
し
て
法
然
上
人
は
伝
教
大

師
以
来

矛
十
代
目

の

天
台
円
戒

の
正
統
者

と
さ
れ
、
戒
徳

の
秀

れ
た
高
僧

と
し
て
親
し

ま
れ
皇
室
を
始

め
、
貴
族
庶
民

に
至
る
ま
で
多
く

の
人
々
よ
り
帰

依
を
受
け
、

こ
れ
ら
の
入

々
に
授
戒
さ
れ
た
事
は
諸
伝
に
記
す
と

こ
ろ
で
あ

る
。
貴
族

の
中

で
最
も
法
然

上
人
と
関
係

の
厚

か
つ
た

人
は
九
条
兼
実

で
あ
り
、
彼

の
日
記

「
玉
葉
」

の
中

で
も
文
治
五

年

C
i
1
八
九
)

か
ら
建
久
八
年

(
一
}
九
七
)
頃
ま
で
の
記
事

に
於
て
も
実
に
七
回
に
亘
る
授
戒

の
行

わ
れ
た
事

が
推
察
さ
れ
る

の
で
あ

る
。
そ

の

}
例
を
挙
げ
る
と
、
建
久
二
年
九
月
廿
九

日
の

条

に
次

の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
、

一
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乙

亥

、

此

日

、

請

法

然

房

上

人

源

空

、

中

宮

有
御

受

戒

事

、

先

例

如

此

上

人

、

強

不
参

貴

所

之

由

、

有

傾

輩

云

々

、

是

不

知

案

内

也

、

受

戒

者

、

是

事

不

聊

爾

、

以

伝

受

人

可

為

鯒

、

而

近

代

、

名

僧

等
、

一
切

不

知

戒

律

事

、

禅

仁

、

忠

尋

等

之

時

ま

て

は
、

名

僧

等

、

皆

好

授

戒

、

自

其

以

畿

都

無

此

事

、

近

代

上

人

皆

学

此

道

、

又

有

効

験

、
仍

不

顧

跨

難

、

所

請

用

也

と
記

さ
れ
て
あ
る
。
中
宮
と
あ
る
の
は
兼
実
の
女

、
宜
秋
門
院

の

事

で
あ

つ
て
法
然
上
人
は
貴
族
出
身
で
な

い
た
め
に
普
通

に
は
参

殿
出
来
な

い
の
を
傍
難
を
も
顧
み
ず

召
請
さ
れ
た
と
云
う

の
は
公

が
如

何

に
法
然
上
人

に
対
し
て
尊
崇

の
深
か

つ
た
か
を
知

る
事
が

出
来

る
の
で
あ
る
。

又

彼

の
女
房
で
あ
る
北
政
所
が
病
気

の
時

に
も
法
然
上
人
が
参

殿

し
戒

を
授
け

て

い
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
点

か
ら
考
え

る
と
、
九

条
兼

実
並
び

に

一
門
の
者
は
大
乗
円
頓
戒
を
授
か
る
事
が
直
接

の

日
的

で
は
な
く
、
法
然
上
人

の
授
戒
を
病
気
平
癒

の
為

の
祈
薦
的

な
儀

式
と
考

え
て

い
た
様
で
あ
る
。

又

法
然
門
下

の
中
で
も
上
人
よ
り
戒
を
伝
受
し
た
人
は
了
慧

の

円
戒

譜

に
よ
る
と
弁
阿゚
、
信
空
、

湛
空

の
三
」師
が
受
戒
・し
・た
事

に

な

つ
て

お
り
、
珍
養

の
広
血
脈
、に
は
信

空
、
澄

空
、
源
智

の
四
鰤

が
伝
戒

さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
様

に
貴
族

、
門
人

に
も
戒
を
授
け
、
又
上
人
自
ら
も
戒

を
保

つ
て
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
が

、
選
択
集

に
於
て
は
、

今

旦

齢

対

五

種

正

行

以

明

五

種

雑

行

也

と

云
つ
て
次

に

此

外

亦

有

布

施

持

戒

等

無

量

之

行

皆

可

摂

尽

雑

行

之

言

と
説

い
て
、
持
戒

の
行
を
雑
行
と
談
じ

て
お
ら
れ
、
又
同
じ
く
矛

三
章
段

に
於
て
も
布
施
、
持
戒
を
捨
て

丶
専
称
仏
名
を
選
取
す
べ

き

で
あ
る
と
述

べ
て

い
ら
れ
る
。
そ

の
理
由
は
称
名
念
仏
こ
そ
彌

陀
が
大
悲
を
以
て
選
取
さ
れ
、
本
願

に
誓
わ
れ
た
行
で
あ
り
、
持

戒

は
往
生
行
と
し
て
は
時

機
に
相
応
し
な

い
も

の
で
あ
る
と
云
う
。

し
か
し
法
然
上
人
が
熊
谷

入
道

に
出
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る

消
息
交

の
中

に
は
、

持
戒

の
行
は
、
仏

の
本
願

に
あ
ら
ぬ
行
な
れ
ば
、
た

へ
た
ら
ん

に
し
た
が
ひ
て
た
も
た
せ
給
べ
く
候

と
云

い
、
又
次

い
で
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僧

の
作
法
は
大
小

の
戒
律
あ
り
、
し
か
り
と
い
へ
と
も
未
法

の

僧

こ
れ

に
し
た
が
は
す
、
源
空

こ
れ
を

い
ま
し
む
と
も
、
た
れ

の
人
が

こ
れ
に
し
た
が
ふ

へ
き
、
た
Σ
詮
す
る
と
こ
ろ
は
念
仏

の
相
続
す
る
や
う

に
あ
ひ
は
か
ら
ふ
へ
し
。
往
生
の
為

に
は
念

仏
す
て
に
正
業
也
、
こ
の
む
ね
を
ま
も
り

て
あ
ひ
は
げ
む

へ
き

な

り

と
あ

つ
て

一
見
し
て
選
択
集

と
は
矛
盾
す
る
様
に
見
え
る
所
が
あ

る
。

上
人

の
考
え

に
よ
る
と
選
捨
し
た
戒
は
念
仏

の
助
業
と
し
て

往

生

の
為

に
は
出
来
る
限
り
持
て
と
勧

め
て

い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

即

ち
法

然
上
人

に
と
つ
て
、
念
仏
往
生
が
矛

一
義
的
な
も

の
で
あ

り
、
持

戒
法
律
及
び
学
問
等

の
念
仏
以
外
の
も
の
は
す

べ
て
矛
二

義
的

な
も

の
と
考
え
ら
れ
て
、
往
生
業
と
し
て
の
念
仏
と
諸
行
の

間

に
明
確
な

一
線

を
引
か
れ
て

い
る
。
又

一
期

物
語
に
は

此

観

無

量

寿

経

若

依

天

台

宗

意

爾

前

教

也

。

故

成

法

花

方

便

と
云

い
次

い
で
、

然

依

浄

土

宗

意

者

一
切

教

行

悉

成

念

仏

方

便

念
仏
以
外

の
も
の
は
、
全
て
念
仏
の
方
便
、
助
業
と
し
、
矛
二
義

的
な

も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

然
る

に
法

然
上
人
は
上
記
し
た
様

に
、

皇
族
、
貴
族
等

に
さ
れ

た
授
戒
は
単
な
る
祈
濤
的
授
戒
で
は
な
く
即
ち

一
向
専
念

の
念
仏

信
仰

に
入
れ
る
為
に
方
便
と
し
て
授
け
ら

れ
た
も
の
で
あ

つ
た
と

考
え
、
選
択
集

に
於
て
廃
捨

さ
れ
た
持
戒

を
未
信

の
人

に
対
毒
て

は
方
便
と
し
、
既
信
の
人

々
に
は
助
業
と
し
て
化
他
の
た
め
に
取

り
上
げ
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。

止
観
中
心

の
五
念
門

止
観
中
心
の
五
念
門

熊

沢

清

隆

五
念
門
と
は
世
親
の
往
生
論

の
中

に
説

か
れ
て
い
る
礼
拝
、
讃

嘆

、
作
願
、
観
察
、
廻
向

の
五
門

で
あ
り
、
こ
れ
が
何
れ

の
経
論

に
基
づ

い
て
説

か
れ

た
も

の
で
あ

る
か
は

明
ら
か
で
な

い
が
、
往

生
論

に
従

つ
て
そ
の
内
容

を
述
べ
て
み
よ
う
。

初

に
矛

一
礼
拝

門
は

「
身

業

礼

拝

阿

彌

陀

如

来

応

正

遍

知

、

為

生

彼

国

意

故

④
」
と
論
に
述

べ
て
い
る
様

に
身
.口
意

三
業

の

一
つ
身
業

の
行
で
、
龍
樹
の
易
行

品
に

「
無

量

光

明
慧

、
一20一


